
 

 

 

 

 

 

第５回中京都市圏パーソントリップ調査 

データ集計システム 

 

集計事例 
 

 

 

 

 

「データ集計システム」を使⽤して、具体的にどのような集計が可
能か以下に説明します。 

 
◇事例１ 市区町村別の⼈⼝とトリップ数  1p 

（市区町村別の⼈⼝と⽣成量） 
 
◇事例２ 交通⼿段別発⽣集中量の最近 10 年の変化 13p 

（2 時点⽐較・市区町村別代表交通⼿段別発⽣集中量） 
 
◇事例３ 交通⼿段別の地域間ＯＤ量   15p 

（代表交通⼿段別２２ゾーン間ＯＤ交通量） 
 
◇事例４ 主要駅降⾞客の⽬的   17p 

（主要駅⽬的別降⾞数） 
 
◇事例５ 地域別の外出困難者数   19p 

（中ゾーン別外出困難有無別⼈⼝） 
 

※事例 1 では画像を含む集計⼿順を、事例２〜５ではそれぞれの集計⼿順
を簡潔に説明しています。 
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例２ 交交通⼿段

 

別発⽣集

13 

 

集中量のの最近 100 年の変変化 



14 

 

「2 時点⽐較・市区町村別代表交通⼿段別発⽣集中量」の集計⽅法 

集計 

ステップ 
設定 

１  集計⽅法設定画⾯で、「2 時点⽐較集計（H13〜H23）平⽇」を選択します。 

２  「集計⽅法」は「発⽣集中量集計」を選択します。

３ 
 「着⽬ゾーン指定の有無」は、「着⽬ゾーンを指定しない」を選択し、「選択」ボ

タンをクリックします。 

４ 
 「発⽣集中量ゾーンサイズ」は、「経年 2 回市区町村ゾーン」を選択し、「選択」

ボタンをクリックします。 

５ 

 集計表の形の設定場⾯では、「表側」に「経年 2 回市区町村ゾーン」、「奥⾏き 1」
に「発⽣量・集中量・発⽣集中量」が既定でセットされています。 

 追加して「表頭」は「調査年度」、「奥⾏き 2」は「代表交通⼿段（6 区分）」を選
択し、「設定」ボタンをクリックします。 
（「表頭」は必ず指定する必要があります。） 

６ 
 「トリップ特性抽出条件」を指定する画⾯では、「トリップ特性抽出条件」も「個

⼈属性抽出条件」も指定しませんので、「集計確認」ボタンをクリックします。 

７  集計確認画⾯では、設定に変更が無ければ、「集計」ボタンをクリックします。 

８  「集計履歴照会画⾯へ」のリンクをクリックします。

９ 
 集計履歴照会画⾯では、集計状況が、「集計処理完了」となれば、「集計結果照会」

ボタンをクリックします。 

１０ 

 「2 時点市区町村別代表交通⼿段別発⽣集中量」の集計表が表⽰されます。これ
で集計は終了です。 

 集計表は奥⾏き別に表⽰されていますので（このケースでは「発⽣量・鉄道」を
表⽰）、別の奥⾏きを表⽰させたい場合は、プルダウンメニューから任意の奥⾏き
を選択し、「再表⽰」ボタンをクリックしてください。 

 表⽰されている集計値に応じた、「実数グラフ」や「構成⽐グラフ」も表⽰できま
す。（表⽰したグラフは PDF 形式に変換できます。） 

 CSV 形式で保存する場合は、「CSV」ボタンをクリックして保存します。 
表⽰されていない奥⾏きも含めた結果が出⼒されます。 

 CSV 出⼒値は「通常（実数）」「表頭構成⽐」「表側構成⽐」「全体構成⽐」の４種
類の選択が可能です。 
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「代表交通⼿段別２２ゾーン間ＯＤ交通量」の集計⽅法 

集計 

ステップ 
設定 

１ 

 集計⽅法設定画⾯で、「単年度集計(H23) 平⽇」を選択します。 
（「単年度集計（H23）休⽇」、「単年度集計（H23）平⽇・休⽇⽐較」、「経年集計」
の選択も可能です。但し、休⽇の調査圏域は愛知県内のみです。また、経年集計
の圏域は、⽐較する年次で最も狭い圏域に合わせています。） 

２  「集計⽅法」は「OD 交通量集計」を選択します。

３ 
 「着⽬ゾーン指定の有無」は、「着⽬ゾーンを指定しない」を選択し、「選択」ボ

タンをクリックします。 

４ 
 「OD 交通量集計ゾーンサイズ」は、「22 ゾーン」を選択し、「選択」ボタンをク

リックします。 

５ 

 集計表の形の設定場⾯では、「表頭」に「着ゾーン」、「表側」に「発ゾーン」が既
定でセットされています。 

 追加して「奥⾏き 1」で「代表交通⼿段（分類 C）」を選択し、「設定」ボタンを
クリックします。 

６ 
 「トリップ特性抽出条件」を指定する画⾯では、「トリップ特性抽出条件」も「個

⼈属性抽出条件」も指定しませんので、「集計確認」ボタンをクリックします。 

７  集計確認画⾯では、設定に変更が無ければ、「集計」ボタンをクリックします。 

８  「集計履歴照会画⾯へ」のリンクをクリックします。

９ 
 集計履歴照会画⾯では、集計状況が、「集計処理完了」となれば、「集計結果照会」

ボタンをクリックします。 

１０ 

 「代表交通⼿段別２２ゾーン間ＯＤ交通量」の集計表が表⽰されます。これで集
計は終了です。 

 集計表は奥⾏き別に表⽰されていますので（このケースでは「鉄道」を表⽰）、別
の奥⾏きを表⽰させたい場合は、プルダウンメニューから任意の奥⾏きを選択し、
「再表⽰」ボタンをクリックしてください。 

 CSV 形式で保存する場合は、「CSV」ボタンをクリックして保存します。 
表⽰されていない奥⾏きも含めた結果が出⼒されます。 

 CSV 出⼒値は「通常（実数）」「表頭構成⽐」「表側構成⽐」「全体構成⽐」の４種
類の選択が可能です。 
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「主要駅⽬的別降⾞数」の集計⽅法 

集計 

ステップ 
設定 

１ 

 集計⽅法設定画⾯で、「単年度集計(H23) 平⽇」を選択します。 
（「単年度集計（H23）休⽇」、「単年度集計（H23）平⽇・休⽇⽐較」の選択も可
能です。但し、休⽇の調査圏域は愛知県内のみです。） 

２  「集計⽅法」は「駅端末量集計」を選択します。

３ 

 集計表の形の設定場⾯です。「駅端末量集計」では、「集計⽅法」を設定すると、
この画⾯にジャンプします。 

 「駅端末量集計」では、「鉄道駅」「乗降区分」を、「表頭」「表側」「奥⾏き」の何
れかで必ず選択する必要があります。 

 ここでは、「表頭」に「⽬的（分類 C）」、「表側」に「鉄道駅」、「奥⾏き１」に「乗
降区分」を設定します。 

４ 

 「トリップ特性抽出条件」を指定する画⾯です。ここでは、集計する「鉄道駅」
を選びます。 

 「トリップ特性抽出条件」のリストで、「鉄道駅」にチェックマークをつけて「次
へ」ボタンをクリックします。 

５ 
 次の画⾯で、「トリップ特性抽出条件」の「鉄道駅」欄の「参照」ボタンをクリッ

クします。 

６ 

 「抽出条件設定画⾯」です。この事例では名古屋駅と栄駅の⼀部を選びます。 
 その⼿順は、まず、「中村区」選択→「検索」ボタンクリック 

地下鉄名古屋、ＪＲ名古屋、名鉄名古屋、近鉄名古屋を「→」キーでコピー 
「中区」選択→「検索」ボタンクリック 
地下鉄栄を「→」キーでコピー 

 ５駅が「選択する鉄道駅」にコピーされていることを確認し、「選択」ボタンをク
リックします。 

７ 
 ステップ５の画⾯に戻りますので、５駅が選択されていることを確認して、「設定」

ボタンをクリックします。 

８ 
 「個⼈属性抽出条件」を指定する画⾯になります。「スキップ」ボタンもしくは「集

計確認」ボタンをクリックしてください。 

９  集計確認画⾯では、設定に変更が無ければ、「集計」ボタンをクリックします。 

１０  「集計履歴照会画⾯へ」のリンクをクリックします。

１１ 
 集計履歴照会画⾯では、集計状況が、「集計処理完了」となれば、「集計結果照会」

ボタンをクリックします。 

１２ 

 「⽬的別駅端末量」の集計表が表⽰されます。これで集計は終了です。 
 集計表は奥⾏き別に表⽰されています（このケースでは「乗⾞」を表⽰）。プルダ

ウンメニューから「降⾞」を選択し、「再表⽰」ボタンをクリックすると、「降⾞」
の集計表が表⽰されます。 

 表⽰している集計値に応じた「実数グラフ」や「構成⽐グラフ」も表⽰できます。
 CSV 形式で保存する場合は、「CSV」ボタンをクリックして保存します。 

表⽰されていない奥⾏きも含めた結果が出⼒されます。 
 CSV 出⼒値は「通常（実数）」「表頭構成⽐」「表側構成⽐」「全体構成⽐」の４種

類の選択が可能です。 
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「中ゾーン別外出困難有無別⼈⼝」の集計⽅法 

集計 

ステップ 
設定 

１ 
 集計⽅法設定画⾯で、「単年度集計（H23）平⽇」を選択します。 

（「外出困難者数」は「⼈⼝集計」になりますので、「平⽇」でのみ集計できます。）

２  「集計⽅法」は「⼈⼝集計」を選択します。

３ 

 「着⽬ゾーン指定の有無」は、「着⽬ゾーンを指定する」を選択し、「選択」ボタ
ンをクリックします。 
（この事例では、名古屋市域は中ゾーン、その他の圏域は県市ゾーンで集計する
設定とします。） 

４ 

 「着⽬ゾーンの設定」では、下記の設定にします。
着⽬ゾーンの⼤きさ＝中ゾーン 
⾮着⽬ゾーンの⼤きさ＝県市ゾーン 
着⽬ゾーンの設定＝名古屋市 

５ 
 集計表の形の設定場⾯では、「表頭」に「外出困難の有無」、「表側」に「住所ゾー

ン」を選択し、「設定」ボタンをクリックします。 

６ 
 「トリップ特性抽出条件」を指定する画⾯では、「トリップ特性抽出条件」も「個

⼈属性抽出条件」も指定しませんので、「集計確認」ボタンをクリックします。 

７  設定確認画⾯では、設定に変更が無ければ、「集計」ボタンをクリックします。 

８  「集計履歴照会画⾯へ」のリンクをクリックします。

９ 
 集計履歴照会画⾯では、集計状況が、「集計処理完了」となれば、「集計結果照会」

ボタンをクリックします。 

１０ 

 「中ゾーン別外出困難有無別⼈⼝」の集計表が表⽰されます。これで集計は終了
です。 

 CSV 形式で保存する場合は、「CSV」ボタンをクリックして保存します。 
表⽰されていない奥⾏きも含めた結果が出⼒されます。 

 CSV 出⼒値は「通常（実数）」「表頭構成⽐」「表側構成⽐」「全体構成⽐」の４種
類の選択が可能です。 

 

 


